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国際連携
世界屈指の

研究機関との連携
中核企業・ITbMコンソーシアムを

中心とした企業連携
ンソITbMコ

企業連携

QE1

ミックスラボコンセプト

社会の持続的発展に資する
化学・生命科学分野の
重要課題に挑む

研究突破力
連携

研研3.

融合フロンティア研究

▶ ダブルメンター

▶ 海外長期派遣（６ヶ月）

▶ 異分野環境での研究実施

▶ 融合研究プロポーザル

トランスフォーマティブ
化学生命融合研究大学院プログラム

Graduate Program of Transformative Chem-Bio Research (GTR)

 養成コース

養成カリキュラム

学位審査

GTR次世代講義

▶ 多分野の問題を
考えるシリーズ講義

▶ 企業の視点シリーズ講義

化学・生命科学分野の統合教育基盤

理学研究科 (物質理学(化学)・生命理学 )
工学研究科（化学生命工学）
生命農学研究科
創薬科学研究科
博士課程教育推進機構

ITbMコンソーシアム

カネカ
コニカミノルタ
JT植物イノベーションセンター

企業連携

化学・生命科学分野の
インフォマティクス

GTR基礎講座 II

GTR基礎講座 I：開放科目

スキルセミナー

学位審査査

進捗審査

入学審査

M1

M2

D1

D2

D3

本プログラムでの
養成すべき人物像
本プログラムでグラロ で本 でのので

“IGER博士リーディングプログラムで築き上げた教育基盤” をもとに，“WPI-ITbM研究を教育の場に”
化学・生命科学分野における重要融合分野を拓く人材育成

礎講 開放放科放

物質変換・
機能コース

ナノ先端
計測コース

ケムバイオ・
創薬コース

バイオマス・
育種コース

ニューロ
サイエンス
コース

システム
生命科学
コース

幅広い
異分野知識

QE2

▶ 異分野融合
研究提案
コンテスト

▶ リトリート合宿
▶ 女性トップリーダー
育成プログラム

▶ シンポジウム
企画提案

▶ 企業インターン
シップ研修（2ヶ月）

▶ 英語ディベート力
養成講座

QE１

▶自立研究
プロポーザル

QE2

融合フロンティアを拓き
未来の知を創出する研究者

高度な
専門性の確立

養
1.

養
2.

進捗審査

エネエネルギルギー問ー問題題

産業創出・
技術革新新

健康健康推推推進推進
食料問題

環境環
問題題  問

グローバルな視点により
学術・産業界を先導するリーダー 異なる知をつなぎ、

価値を生み出す技術創出者

世界トップレベル研究拠点（WPI）トランスフォーマティブ生命分子研究所

発想力

研究構想力
挑戦心

人ネット
ワーク力
国際性

先見性

題
養成プログラム

カリキュュラュ
GGTR次世代講義義義

養成養成成カ
   基礎力

ース養成コー養
研究総合力

理化学研究所
分子科学研究所
基礎生物学研究所
（総合研究大学院大学）

化学・生命科学分野の最高峰の研究所

（機関名：名古屋大学　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：トランスフォーマティブ化学生命融合研究大学院プログラム）
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▷ 異分野の研究者が交わり,
つながる仕組み

▷ 融合研究の文化の醸成
▷ 海外中長期派遣 (6ヶ月)
による国際融合研究

▷ 中核連携企業３社による研究教育支援
▷ 全16社が参加する ITbMコンソーシアム
▷ 産学コーディネーターによる連携強化

▷ 世界屈指の研究水準という国際・学術的ブランド
▷ 人ネットワークや経済支援など，学生にとってのブランド
▷ 修了生の研究力に対する信頼性というブランド

▷ 融合研究プロポーザル
GTR Award による主体性の鼓舞

▷ 異分野融合提案コンテスト：
自由闊達な議論から発想

▷ ダブルメンター教育：
横断的教育体制の確立

▷ ミックスラボ環境の戦略的整備
▷ ITbM 外国人 PI グループの
教育参加

卓越性 優位性

特色

世界屈指の
化学・生命科学融合研究

卓卓越性
～社会や科学の重要問題に挑む～

5つの仕掛け

WPI-ITbM研究

ミックスラボ
コンセプト

産学連携

システム
改革

開拓
マインド

ブランド
形成

▶ 女性トップ
リーダー育成
プログラム

▶ 世界屈指の研究
機関との連携

▶ 実績ある
リーディングIGER

 大学院を進化

トランスフォーマティブ化学生命
融合研究大学院プログラム

融合フロンティアを拓き
未来の知を創出する研究者

ケムバイオ
・創薬 システム

生命科学
・育種

ナノ先端
計測

物質変換
・機能

分子触媒

ニューロ
サイエンス

バイオ
イメージング

植物
ケミカル
バイオロジー

ケミカル
クロノ

バイオロジー

性性性
科学の重要問題科学の重要問題学の重要問題

O O
O

OO

CO2Et

PI-ITTWP

研
究
突
破
力

こ
え
る
力

つ
な
ぐ
力

（機関名：名古屋大学　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：トランスフォーマティブ化学生命融合研究大学院プログラム）
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